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一
、
は
じ
め
に 
  
稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
真
名
本
に
関
わ
る
言
語
事
象
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
検
討
を
通
し
て
、
真
名
本
の
背
後
に
あ
る
学
問
や
成
立
に
関
わ
る
諸
課
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
従
来
様
々
な
見
方
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
高
松
政
雄
氏
は
、
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
、
「
終
始
、
学
者
的
態
度
で
も
っ
て
物
さ
れ
た
も
の
と
は
云
い
難
く
、
多
分
に
衒
気
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
１
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
足
立
雅
代
氏
は
、『
真
字
寂
漠
草
』『
真
字
百
人
一
首
』
の
序
文
か
ら
、「
当
時
、
文
章
解
釈
の
た
め
に
漢
字
を
用
い
る
と
い
う
の
は
、
真
名
本
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
２
。」
と
し
な
が
ら
も
、
真
名
化
の
目
的
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
成
立
の
目
的
や
事
情
は
数
あ
る
真
名
本
を
一
括
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
背
後
が
想
定
さ
れ
る
。 
 
真
名
本
に
関
わ
る
言
語
事
象
の
背
後
に
は
、
当
時
を
生
き
る
人
々
の
生
活
や
文
化
が
あ
る
。
言
語
事
象
か
ら
生
活
や
文
化
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
稿
者
の
方
法
は
日
本
語
学
と
し
て
は
妥
当
な
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
一
方
で
言
語
事
象
の
解
釈
の
た
め
の
生
活
や
文
化
に
対
す
る
理
解
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
中
世
後
期
真
名
軍
記
の
成
立
の
背
後
に
あ
る
学
問
的
基
盤
と
は
何
か
、
種
々
の
資
料
に
基
づ
き
検
討
し
た
い
。 
 
な
お
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
真
名
軍
記
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
い
が
、
ま
ず
は
表
記
に
よ
り
軍
記
を
区
別
し
、
別
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
軍
記
そ
の
も
の
の
中
に
真
名
軍
記
が
位
置
付
く
以
上
は
、
仮
名
交
じ
り
表
記
の
軍
記
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
を
す
す
め
た
い
。 
   
 
二
、
軍
記
と
連
歌 
  
軍
記
に
は
内
容
的
に
、
或
は
成
立
す
る
際
に
連
歌
と
の
関
係
性
を
指
摘
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
も
武
士
と
連
歌
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
。 
 
内
容
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
大
塔
物
語
４
』
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 
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前サキ
打
者
 
ハ
頓
阿
云
 
フ
二
力
阿
弥
一
遁
世
者
 
也
此
 
ノ
頓
阿
弥
者
 
ハ
面
㒵
醜
ミ
ニ
ク
ヽ
而
其
躰
太
ハ
ナ
ハ
タ
賎
 
シ
雖ト
モ
レ
然リ
ト
於
 
テ
二
洛
中
 
ニ
一
者
名
仁
也ナリ
連
歌
者ハ
学
マ
ネ
ヒ
二
侍
從
周
阿
弥カ
之
古
様ヲ
一
早
歌
者
 
ハ
伺
ウ
カ
ヽ
フ
二
陬
波
ス
ハ
ノ
顯
阿
會
田
ア
ヒ
タ
ノ
彈
正
 
カ
之
兩
流
 
ヲ
一
物
語
者
 
ハ
古
山
之
珠
阿
弥
 
カ
之
弟
子
弁
舌
宏
ク
ワ
ウ
才サイ
者
 
ハ
非
モ
ド
ク
二
師
匠
 
ヲ
一
程
之
上
手
也
（
三
ウ
７
）
京
都
か
ら
信
濃
の
守
護
と
し
て
信
州
に
向
か
う
小
笠
原
長
秀
に
随
行
す
る
人
物
と
し
て
、
頓
阿
（
頓
阿
弥
）
が
お
り
、
連
歌
の
教
養
が
あ
る
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
真
名
本
で
は
な
い
が
、
毛
利
元
就
と
陶
隆
房
と
の
戦
い
を
描
い
た
『
厳
島
合
戦
記
５
』
に
は
、
以
下
の
用
例
か
ら
大
内
義
隆
が
歌
を
好
ん
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
義
隆
詩
歌
乱
舞
に
の
み
ふ
け
り
諸
士
を
不
懐
杉
伯
耆
守
相
良
遠
江
守
と
云
両
出
頭
人
に
仕
置
を
任
せ
自
分
に
は
乱
舞
歌
道
鷹
野
は
か
り
に
て
（
二
ウ
２
） 
義
隆
の
前
江
出
る
輩
は
歌
を
読
候
者
乱
舞
酒
宴
の
相
手
扨
は
右
之
公
家
衆
斗
に
て
（
五
オ
３
） 
義
隆
天
性
や
は
ら
か
な
る
人
に
て
是
を
大
事
と
思
ひ
た
ま
ふ
心
も
な
く
歌
道
酒
宴
鷹
野
は
か
り
に
て
（
六
オ
４
） 
『
厳
島
合
戦
記
』
に
よ
る
と
、「
軍
法
の
心
懸
も
弓
馬
の
沙
汰
も
な
く
」
「
歌
道
」
に
耽
っ
た
た
め
に
、
陶
隆
房
に
よ
る
下
克
上
に
よ
り
討
ち
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
に
見
え
る
「
歌
道
」「
歌
」
で
あ
る
が
、
武
士
の
教
養
と
し
て
の
和
歌
全
般
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
連
歌
の
催
し
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
、
大
内
義
隆
の
辞
世
に
あ
る
。
討
人
も
討
た
る
ゝ
人
も
諸
共
に
如
露
亦
如
電
応
作
如
是
観
（
一
〇
オ
２
）
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
辞
世
の
下
句
が
「
亦
」
を
除
い
て
全
て
漢
語
で
あ
る
。
伝
統
的
な
和
歌
で
は
漢
語
を
避
け
、
和
語
を
用
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
佐
竹
昭
広
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
６
。
和
歌
で
は
と
く
に
漢
語
が
忌
避
さ
れ
、
確
立
し
た
連
歌
も
や
ま
と
こ
と
ば
で
詠
む
と
い
う
伝
統
を
受
け
つ
い
で
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
漢
語
を
使
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
さ
に
外
道
の
沙
汰
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
外
道
の
沙
汰
を
あ
え
て
や
っ
て
み
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
遊
び
と
し
て
の
連
歌
、
俳
諧
と
し
て
の
連
歌
が
あ
る
。
和
歌
に
漢
語
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、
連
歌
・
俳
諧
で
は
あ
り
得
る
。
大
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内
義
隆
の
辞
世
は
、
連
歌
・
俳
諧
に
親
し
ん
で
い
た
た
め
に
詠
む
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
厳
島
合
戦
記
』
と
同
じ
く
仮
名
交
じ
り
表
記
で
は
あ
る
が
、『
島
原
軍
記
７
』
に
連
歌
の
場
面
が
登
場
す
る
。『
島
原
軍
記
』
は
、
龍
造
寺
と
有
馬
・
島
津
連
合
軍
と
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
沖
田
畷
の
戦
い
を
描
く
軍
記
で
あ
る
。
そ
の
前
哨
戦
で
あ
る
深
江
城
攻
め
の
場
面
で
、
島
津
の
武
将
で
あ
る
新
納
忠
堯
と
簑
田
平
馬
助
と
の
間
で
な
さ
れ
た
短
連
歌
が
あ
る
。
或
ル
夜
ノ
参
會
ニ
忠
堯
コ
ノ
世
ニ
テ
契
リ
シ
コ
ト
モ
夢
ナ
レ
ヤ
平
馬
即
チ
後
ノ
世
マ
テ
モ
ヒ
ト
ツ
ウ
テ
ナ
ニ
（
二
オ
４
） 
こ
の
の
ち
、
新
納
忠
堯
と
簑
田
平
馬
助
は
戦
死
す
る
。
新
納
忠
堯
（
刑
部
太
輔
）
は
次
の
場
面
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
連
歌
に
通
じ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
刑
部
太
輔
磯
涯
ニ
テ
若
キ
衆
ト
寄
合
盃
ヲ
メ
ク
ラ
シ
遊
山
ノ
當
座
ニ海
ア
ヲ
シ
底
ヤ
夏
山
夕
涼
ミ
ト
刑
部
太
輔
發
句
ヲ
口
號
候
此
脇
ヲ
深
水
宗
方
ウ
ラ
ノ
見
ル
目
モ
風
カ
ホ
ル
コ
ロ
ト
被
続
候
テ
百
韻
獨
吟
候
右
発
句
ヲ
案
シ
盃
ヲ
取
リ
ハ
ヤ
シ
候
時
ハ
何
ノ
思
モ
ア
ル
マ
シ
ク
候
（
二
ウ
６
） 
こ
れ
ら
の
他
、
詳
細
に
多
く
の
軍
記
を
検
証
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
軍
記
の
内
容
と
連
歌
と
は
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
武
士
の
教
養
と
し
て
の
連
歌
が
根
付
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
真
名
軍
記
の
成
立
と
連
歌
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
播
州
征
伐
事
』『
惟
任
退
治
記
』『
柴
田
退
治
記
』
の
作
者
で
あ
り
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
で
あ
る
大
村
由
己
が
、
連
歌
師
で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
村
由
己
に
つ
い
て
、
桑
田
忠
親
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
８
。
播
磨
の
人
、
梅
庵
と
號
し
、
右
筆
と
し
て
秀
吉
に
仕
え
た
。
外
典
に
お
い
て
當
代
第
一
の
學
僧
と
呼
ば
れ
、
ま
た
歌
道
に
通
達
し
、
天
正
記
の
著
者
と
し
て
名
高
い
。
ま
た
、『
惟
任
退
治
記
』
を
仮
名
本
に
改
め
た
『
総
見
院
殿
追
善
記
』
の
作
者
で
あ
る
松
永
永
種
は
、
秀
吉
の
御
伽
衆
で
あ
る
大
村
由
己
と
親
交
が
あ
っ
た
９
。『
総
見
院
殿
追
善
記
』
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
１
０
。
今
本
意
を
達
し
此
の
孝
養
を
行
事
秀
吉
一
世
冥
加
末
代
の
亀
鑑
也
仍
藻
虫
齋
由
巳
記
置
所
也
萬
歳
珍
重
云
々
于
時
天
正
十
稔
十
月
廿
五
日
謹
誌
之
右
一
巻
者
杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
篇
秀
吉
御
名
代
京
都
執
権
之
聞
此
抄
物
常
時
之
御
名
誉
後
代
迄
可
相
貽
一
冊
也
故
研
硯
氷
染
禿
筆
為
諸
人
一
覧
態
交
仮
字
書
之
者
也
徳
庵
叟
永
種
筆
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（
四
三
五
上
７
）
『
総
見
院
殿
追
善
記
』
と
同
系
統
の
本
文
を
持
つ
、『
豊
臣
公
報
君
讎
記
１
１
』
の
末
尾
に
も
同
様
に
大
村
由
己
の
名
が
見
え
る
。
親
本
意
を
達
し
此
孝
養
を
行
給
ふ
事
秀
吉
一
世
の
冥
慮
末
代
の
龜
鑑
也
仍
記
之
萬
歳
々
々
珍
重
至
祝
而
己
天
正
十
一
年
猛
冬
日
永
種
右
一
巻
者
播
州
之
住
藻
虫
斉
由
己
蒙
秀
吉
之
仰
作
記
之
云
々
今
天
下
之
司
賦
玄
以
尊
老
巌
命
難
翁
之
間
召
憚
遍
研
蓋
展
白
楮
陰
民
雅
者
也
爲
恐
之
（
二
九
オ
４
）
こ
の
松
永
永
種
に
つ
い
て
は
、
大
村
由
己
と
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
子
が
松
永
貞
徳
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
は
連
歌
を
通
じ
た
学
問
的
基
盤
を
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
『
文
正
記
』
の
書
写
者
で
あ
る
福
住
道
祐
１
２
に
つ
い
て
は
、『
種
玉
庵
宗
祇
伝
』『
宗
長
居
士
伝
』
と
い
う
二
人
の
連
歌
師
の
伝
記
の
作
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
「
文
字
知
り
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
学
問
的
背
か
ら
『
文
正
記
』
中
に
古
文
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
１
３
。
福
住
道
祐
が
書
写
し
た
他
の
資
料
と
し
て
、『
花
月
対
座
論
１
４
』
が
あ
る
。
こ
れ
も
漢
字
表
記
の
軍
記
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
花
と
月
と
が
合
戦
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
室
町
物
語
の
一
つ
に
『
花
鳥
風
月
の
物
語
１
５
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
も
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
花
月
対
座
論
』
に
は
花
や
月
の
異
名
が
数
多
く
登
場
し
て
お
り
、
恐
ら
こ
れ
ら
の
異
名
は
連
歌
の
素
養
が
求
め
ら
れ
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
『
文
正
記
』
の
書
写
者
で
あ
る
福
住
道
祐
に
つ
い
て
も
連
歌
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
、
軍
記
と
時
衆
次
に
、
軍
記
と
時
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
検
討
し
て
ゆ
く
。『
大
塔
物
語
』
の
物
語
終
盤
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
時
衆
が
登
場
し
、
戦
後
の
凄
惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
去
 
ル
間
善
光
寺
 
ノ
妻
戸
時
衆
同
 
ク
十
念
寺
之
聖
 
リ
大
塔
 
ノ
人
々
既
 
ニ
自
害ス
ト
聞
召
 
シ
急
 
キ
至
 
リ
一
于
彼コ
ニ
二
合
戰
 
ノ
庭
之
爲
躰
テ
イ
タ
ラ
ク
見
廻ラ
シ
給フ
ニ
不ヌ
レ
被
レ
當
レ
目
 
モ
作
法
也
（
三
三
ウ
６
）
そ
し
て
、
戦
後
処
理
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
遺
骸
を
弔
い
、
遺
品
を
妻
子
の
も
と
に
届
け
る
た
め
に
戦
地
に
集
め
る
の
で
あ
る
。
彼ノ
時
衆
達
此コヽ
彼コ
ニ
落
散タ
ル
屍
 
ネ
共
 
ヲ
一
々
取
 
リ
納
 
メ
或
 
ハ
成
 
シ
二
栴
檀
 
ノ
煙リ
ト
一
或
 
ハ
築
 
キ
レ
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塚 
ヲ
立
 
テ
二
率
都
婆
ソ
ト
ハ
ヲ
一
各
与
 
ヘ
二
十
念
 
ヲ
一
遍
 
ク
励マシ
テ
弥
陀
引
接
 
ノ
之
願
望
 
ヲ
一
利
二
益
 
ス
之
 
ヲ
一
至マ
テ
二
于
無
 
キ
レ
墓ハカ
形
見
 
ノ
筆
 
ノ
椛
ス
サ
ミ
ニ
一
取
集
 
メ
被
ラ
レ
ケ
ル
レ
送
二
妻
子
メ
コ
ノ
方ニ
ソ
一
（
三
四
オ
７
）
こ
の
よ
う
に
、『
大
塔
物
語
』
で
は
物
語
の
終
盤
に
お
い
て
時
衆
が
度
々
登
場
す
る
。
前
項
で
掲
げ
た
『
大
塔
物
語
』
の
用
例
で
は
頓
阿
弥
、
力
阿
弥
、
周
阿
弥
、
珠
阿
弥
と
阿
弥
号
を
も
つ
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
の
、
連
歌
に
つ
い
て
「
周
阿
弥
 
カ
之
古
様
 
ヲ
」
学
ん
だ
と
す
る
周
阿
弥
と
は
、
二
条
良
基
、
救
済
と
と
も
に
並
び
称
さ
れ
る
周
阿
で
あ
ろ
う
。
阿
弥
号
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
必
ず
し
も
時
衆
僧
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
１
６
、
時
衆
と
の
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
称
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
軍
記
と
時
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
大
塔
物
語
』
ば
か
り
で
は
な
く
、
従
来
『
太
平
記
』
や
『
明
徳
記
』
に
つ
い
て
は
指
摘
が
あ
っ
た
。
特
に
『
明
徳
記
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
道
氏
は
時
衆
に
帰
依
す
る
も
の
で
、
温
井
入
道
楽
阿
か
或
い
は
楽
阿
の
よ
う
な
被
官
の
武
士
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
１
７
。
こ
れ
ら
の
他
、『
島
原
軍
記
』
に
つ
い
て
も
時
衆
僧
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
人
物
が
登
場
す
る
。
大
友
義
統
使
僧
ヲ
以
テ
勝
利
ヲ
賀
ス
其
書
ニ
曰
ク
於
今
度
高
木
嶋
原
表
被
得
勝
利
候
尤
珎
重
候
此
等
ノ
儀
為
可
申
達
染
筆
候
仍
新
勅
撰
一
冊
定
家
卿
真
筆
進
之
候
於
御
自
愛
者
可
為
本
望
候
猶
稱
名
寺
其
阿
可
有
演
説
候
恐
々
謹
言
謹
上
左
衛
門
督
義
統
判
島
津
修
理
太
夫
殿
（
一
〇
ウ
９
）
「
其
阿
」
は
、
時
衆
に
お
い
て
は
複
数
の
上
人
が
名
乗
っ
て
い
る
。
沖
田
畷
の
戦
い
が
一
五
八
四
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
「
其
阿
」
と
称
し
た
の
は
遊
行
三
十
一
代
の
同
念
（
一
五
一
八-
一
五
八
七
）
と
、
遊
行
三
十
三
代
の
満
悟
（
一
五
四
三-
一
六
一
二
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
の
う
ち
、
同
念
は
日
向
都
於
郡
で
入
寂
し
て
い
る
の
で
、
右
の
書
状
に
み
え
る
「
称
名
寺
其
阿
」
と
は
同
念
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
１
８
沖
田
畷
に
て
龍
造
寺
に
大
勝
し
た
島
津
修
理
大
夫
義
久
に
、
大
友
義
統
か
ら
書
状
が
送
ら
れ
る
際
に
、
時
衆
僧
を
使
者
と
し
て
遣
わ
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
時
衆
に
限
ら
ず
戦
国
期
に
あ
っ
て
は
僧
侶
は
比
較
的
各
地
を
自
由
に
行
き
来
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
単
に
往
来
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
武
士
に
帯
同
し
戦
場
に
赴
く
僧
、
つ
ま
り
陣
僧
と
し
て
は
時
衆
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
１
９
。
そ
し
て
、
高
野
修
氏
は
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
武
士
と
時
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
２
０
。
一
遍
の
こ
ろ
か
ら
武
士
の
信
者
は
多
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
戦
場
に
お
け
る
陣
僧
と
い
う
役
割
を
演
じ
、
時
衆
は
武
士
の
生
活
に
い
っ
そ
う
深
く
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
逆
に
平
時
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
宗
教
を
一
応
離
れ
た
精
神
生
活
や
、
娯
楽
・
芸
術
に
ま
で
時
衆
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
15
そ
の
、
娯
楽
・
芸
術
に
は
連
歌
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。
時
衆
と
連
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
の
『
大
塔
物
語
』
に
見
ら
れ
る
阿
弥
号
を
も
つ
者
達
の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
善
阿
２
１
や
『
井
蛙
抄
』『
愚
問
賢
注
』
の
著
者
で
あ
る
頓
阿
（
俗
名
二
階
堂
貞
宗
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
川
了
俊
の
『
落
書
露
顕
』
に
は
時
衆
と
連
歌
と
の
関
係
が
伺
え
る
記
述
が
見
ら
れ
る
２
２
。
つ
く
し
に
侍
り
し
こ
ろ
、
人
の
京
連
歌
と
て
か
た
り
し
句
に
渡
し
守
船
つ
な
く
ま
て
く
れ
は
て
ゝ
と
い
ふ
句
を
□
て
侍
り
し
。
お
も
し
ろ
く
き
ゝ
て
侍
り
し
を
、
後
に
聞
侍
れ
ば
、
四
条
時
衆
、
あ
み
だ
佛
句
に
て
侍
り
け
る
。
（
巻
第
二
百
九
十
六
、
四
百
四
十
七
）
「
四
条
時
衆
」
と
は
、
時
衆
十
二
派
の
ひ
と
つ
で
金
蓮
寺
を
本
山
と
し
た
四
条
派
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
軍
記
と
連
歌
、
軍
記
と
時
衆
と
の
関
係
が
伺
え
、
さ
ら
に
連
歌
と
時
衆
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
繋
ぐ
も
の
は
軍
記
の
記
述
内
容
や
、
文
化
史
・
宗
教
史
的
な
事
象
で
あ
り
、
日
本
語
学
上
の
そ
れ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
軍
記
と
連
歌
、
時
衆
と
を
繋
ぐ
日
本
語
学
上
の
事
象
に
つ
い
て
、
次
に
述
べ
た
い
。
四
、
軍
記
と
そ
の
用
字
池
上
禎
造
氏
は
、
真
名
本
を
分
類
す
る
に
際
し
、『
万
葉
集
』
の
用
字
か
ら
四
要
素
を
想
定
し
、「
表
意
文
字
的
に
」「
訓
で
読
む
」（
甲
）
も
の
と
、
甲
を
中
心
に
「
音
を
借
る
」「
訓
を
借
る
」
を
混
ず
る
（
乙
）
も
の
と
に
大
別
し
た
。
真
名
本
の
『
曽
我
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
の
ほ
か
、
多
く
の
真
名
軍
記
が
甲
に
分
類
さ
れ
、
乙
に
は
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
２
３
。
甲
の
主
な
特
徴
と
し
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の
特
異
な
国
字
や
宛
字
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
国
字
に
つ
い
て
、
山
崎
美
成
の
『
文
教
温
故
』（
一
八
二
八
刊
）
に
は
、
国
字
を
「
新
在
家
文
字
」
と
し
て
掲
載
し
、
そ
の
目
的
を
連
歌
に
用
い
る
た
め
と
し
て
い
る
２
４
。
鵆
ち
ど
り
雫
し
づ
く
凩
こ
が
ら
し
栬
も
み
ぢ
杜
も
り
俤
お
も
か
げ
こ
の
類
は
連
歌
の
懐
紙
の
為
メ
に
造
れ
る
文
字
な
る
よ
し
こ
れ
を
新
在
家
文
字
と
い
う
と
か
や
（
巻
下
三
オ
５
）
今
野
真
二
氏
は
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
『
大
山
祇
神
社
連
歌
』
に
お
い
て
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
２
５
。
た
だ
、
問
題
と
し
て
は
、
連
歌
の
文
字
と
さ
れ
る
「
新
在
家
文
字
」
と
軍
記
に
用
い
ら
れ
る
国
字
と
が
ど
の
程
度
重
な
っ
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
右
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広
く
連
歌
に
お
け
る
国
字
の
層
と
、
真
名
本
に
お
け
る
国
字
の
層
と
が
ど
の
よ
う
な
重
な
り
を
見
せ
る
の
か
と
い
う
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
次
に
、
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
真
仮
名
に
よ
る
本
文
の
成
立
に
16
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
字
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
２
６
。
で
は
、『
万
葉
集
』
の
用
字
が
い
か
に
し
て
真
名
本
成
立
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
川
了
俊
の
『
落
書
露
顕
』
に
重
要
な
記
載
が
あ
る
。
又
万
葉
集
の
秘
事
、
口
伝
の
事
也
。
昔
の
仙
覚
律
師
の
説
と
て
、
由
阿
法
師
と
い
ひ
し
者
、
あ
ま
た
の
人
々
に
教
し
よ
り
、
此
秘
説
も
今
は
昔
に
下
た
る
上
は
、
我
等
ば
か
り
非
レ
可
レ
秘
な
り
。
（
巻
第
二
百
九
十
六
、
四
百
六
十
一
下
７
）
由
阿
は
、
藤
沢
遊
行
寺
の
時
衆
僧
で
万
葉
の
学
を
仙
覚
に
学
ん
で
い
る
。
右
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
万
葉
の
学
は
由
阿
に
よ
っ
て
巷
説
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
小
川
剛
生
氏
は
、
由
阿
と
二
条
良
基
と
の
交
流
か
ら
由
阿
の
古
典
研
究
が
連
歌
の
創
作
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
２
７
。
真
名
本
と
の
直
接
的
な
関
係
は
指
摘
し
得
な
い
が
、
万
葉
の
学
が
時
衆
僧
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
万
葉
の
学
と
い
っ
て
も
何
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
仮
名
に
つ
い
て
は
、
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
池
上
氏
の
分
類
で
い
う
所
の
甲
類
に
あ
た
る
真
名
軍
記
に
つ
い
て
は
助
詞
助
動
詞
の
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
真
名
本
の
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
も
一
部
に
真
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
で
使
用
さ
れ
る
真
仮
名
の
主
な
用
法
は
、
助
詞
助
動
詞
以
外
に
和
歌
の
部
分
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
真
名
軍
記
の
い
く
つ
か
に
お
い
て
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
を
纏
め
た
も
の
が
左
で
あ
る
。
◎
を
付
し
た
も
の
が
和
歌
部
分
に
真
仮
名
を
使
用
す
る
。
【
真
名
本
平
家
物
語
に
於
け
る
和
歌
の
表
記
】
平
松
家
本
漢
字
◎
熱
田
本
漢
字
真
仮
名
交
じ
り
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
◎
源
平
闘
諍
録
漢
字
真
仮
名
交
じ
り
四
部
合
戦
状
本
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
【
右
以
外
の
真
名
本
に
於
け
る
和
歌
の
表
記
】
神
道
集
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
曽
我
物
語
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
大
塔
物
語
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
豆
相
記
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
右
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
真
名
本
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
真
名
軍
記
に
お
い
て
和
歌
を
真
仮
名
で
記
す
こ
と
は
無
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
漢
字
仮
名
交
じ
り
と
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
右
の
う
ち
『
源
平
闘
諍
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
四
六
首
の
和
歌
に
つ
い
て
、
真
仮
名
の
用
法
を
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、『
源
平
闘
諍
録
』
の
和
歌
を
記
し
、
平
仮
名
で
読
み
を
記
し
た
２
８
。
①
一
字
一
音
節
仮
名
17
、
有
明
月
明
石
浦
風
波
計
古
曽
夜
見
志
賀
（
一
之
上
８
ウ
⑨
） 
あ
り
あ
け
の
つ
き
も
あ
か
し
の
う
ら
か
ぜ
は
な
み
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
よ
み
し
か
（
上
五
九
）
②
一
字
二
音
節
仮
名
平
屋
那
留
宗
盛
何
左
和
具
覧
柱
登
憑
武
亮
歟
於
士
志
天
（
五
19
オ
⑦
）
ひ
ら
や
な
る
も
ね
も
り
い
か
に
さ
は
ぐ
ら
ん
は
し
ら
と
た
の
む
す
け
か
お
と
し
て
（
下
一
三
二
）
③
訓
仮
名
生
取
土
覧
多
免
土
思
江
波
（
八
之
下
13
ウ
⑨
） 
い
け
と
り
と
ら
ん
た
め
と
お
も
へ
ば
（
下
四
二
六
）
①
か
ら
③
に
見
る
よ
う
に
、
一
見
一
字
一
音
な
ど
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
の
用
字
法
と
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
具
体
例
と
し
て
「
古
曽
」
の
「
古
」
は
甲
類
音
で
、「
曽
」
は
乙
類
音
で
あ
る
の
で
、
文
字
列
と
し
て
は
『
万
葉
集
』
に
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
③
の
「
江
」
に
つ
い
て
も
音
韻
変
化
後
の
用
字
で
あ
る
の
で
、『
万
葉
集
』
の
「
お
も
へ
」
の
「
へ
」
に
「
江
」
が
宛
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
源
平
闘
諍
録
』
成
立
段
階
に
お
い
て
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
や
ハ
行
転
呼
に
対
し
て
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
違
い
は
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
古
」「
曽
」
「
江
」
が
仮
名
文
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
は
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
て
『
源
平
闘
諍
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
四
六
首
す
べ
て
の
真
仮
名
に
つ
い
て
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
こ
こ
ま
で
、
国
字
と
真
仮
名
が
連
歌
お
よ
び
時
衆
と
如
何
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
『
和
歌
集
身
躰
抄
抽
肝
要
』
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
資
料
は
、
国
字
並
び
に
音
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
り
、
山
内
洋
一
郎
氏
に
詳
細
な
報
告
が
あ
る
２
９
。
こ
の
著
者
で
あ
る
成
阿
は
、
連
歌
師
救
済
の
門
人
で
二
条
良
基
と
も
交
流
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
『
和
歌
集
身
躰
抄
抽
肝
要
』
は
夙
に
「
搆
ヲ
シ
タ
ツ
」「
辷
ヲ
シ
マ
ロ
ハ
ス
」（
二
八
二
８
）
や
「
覽
カ
ヱ
リ
ミ
ル
」（
二
九
二
６
）
の
よ
う
な
国
字
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
０
。
こ
の
う
ち
、「
辷
」
に
つ
い
て
は
『
太
平
記
』
や
『
応
仁
記
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
３
１
、そ
の
他
次
に
掲
げ
る
よ
う
に『
大
塔
物
語
』
に
も
見
え
、
国
字
を
介
し
た
連
歌
書
と
軍
記
と
の
関
係
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。潛
ク
ヾ
ル
一
堀
 
ノ
水
 
ヲ
二
者
 
ハ
該
ザ
ン
ブ
ト
切
漬ツケ
崋
ド
ン
ブ
ト
突ツキ
入
剥
コ
ヂ
テ
ハ
々
辷
タ
フ
シ
突
ツ
イ
テ
々
揣
コ
ロ
ボ
シ
或
 
ハ
被レ
珍ハギ
二
取
着
物
キ
モ
ノ
ヲ
一
（
二
九
ウ
１
）
右
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
佐
倉
由
泰
氏
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、「
辷
」
の
他
『
大
塔
物
語
』
に
見
え
る
用
字
と
、
往
来
物
で
あ
る
『
瑣
玉
集
』
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
３
２
。
『
大
塔
物
語
』
の
記
述
に
真
名
表
記
な
ら
で
は
の
見
て
味
わ
え
る
18
仕
組
み
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
も
、『
瑣
玉
集
』
と
共
通
の
文
化
基
盤
、
学
問
基
盤
に
立
つ
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
用
字
の
背
後
に
あ
る
学
問
的
基
盤
が
様
々
に
重
な
り
合
っ
て
形
成
さ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
右
に
掲
げ
た
様
々
な
資
料
に
見
え
る
国
字
や
真
仮
名
に
つ
い
て
、
真
名
本
に
お
け
る
用
字
と
比
較
し
、
そ
の
重
な
り
に
つ
い
て
慎
重
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
五
、
ま
と
め
本
稿
は
、
真
名
軍
記
の
背
後
を
大
枠
に
お
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
た
の
み
で
、
な
ん
ら
の
日
本
語
学
的
検
証
を
経
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
見
通
し
を
示
し
、
今
後
の
検
証
の
在
り
方
を
提
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
語
学
的
な
事
象
が
歴
史
文
化
の
発
露
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
視
線
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
池
上
禎
造
氏
は
、
真
名
本
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
３
３
。
筆
作
者
の
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
が
、
あ
る
地
方
あ
る
特
定
の
社
会
の
人
に
限
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
見
当
は
つ
く
。（
中
略
）
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
作
文
諷
誦
文
の
系
統
と
日
記
記
録
往
来
物
と
今
昔
物
語
風
の
も
の
と
を
或
は
横
に
考
え
、
他
の
一
側
に
運
歩
・
節
用
の
類
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
ら
に
荒
唐
な
る
無
学
な
る
特
殊
な
る
存
在
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
真
名
本
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
何
ら
か
の
学
問
的
背
景
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
一
般
性
、
社
会
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
学
問
的
背
景
を
何
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
ま
で
時
衆
を
主
体
と
し
た
連
歌
的
教
養
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
。 
軍
記
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
笹
川
祥
生
が
記
録
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
名
を
残
す
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
４
。
敗
者
に
は
敗
者
な
り
の
自
負
が
あ
り
、
敗
者
で
あ
る
が
故
に
、
自
分
た
ち
が
生
死
を
賭
け
て
果
し
た
役
割
の
重
さ
を
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
と
い
う
願
望
は
、
よ
り
強
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
梶
原
正
昭
氏
は
戦
国
軍
記
に
つ
い
て
そ
の
成
立
の
背
景
を
詳
し
く
分
類
し
て
い
る
３
５
。
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
記
は
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
例
え
ば
、『
曽
我
物
語
』
は
奥
書
に
見
え
る
「
日
助
」「
日
我
」
の
名
や
、
妙
本
寺
蔵
『
い
ろ
は
字
』
と
の
関
連
か
ら
日
蓮
宗
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
３
６
。
従
っ
て
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
軍
記
と
時
衆
に
よ
る
連
歌
的
教
養
と
を
単
純
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
あ
る
種
の
軍
記
に
お
い
て
は
陣
僧
と
し
て
の
時
衆
関
係
者
が
、
連
歌
的
教
養
を
背
景
と
し
て
鎮
魂
を
目
的
と
し
た
真
名
軍
記
成
立
に
関
わ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
そ
の
よ
う
な
学
問
的
背
景
が
真
名
軍
記
と
い
う
形
式
を
支
え
、
さ
ら
に
は
そ
の
目
的
を
変
え
て
事
績
を
喧
伝
す
る
た
め
19
に
、
大
村
由
己
の
よ
う
な
連
歌
的
教
養
を
持
つ
人
物
が
真
名
軍
記
成
立
の
担
い
手
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
聖
な
る
世
界
と
俗
な
る
世
界
と
を
行
き
来
す
る
遁
世
者
、
桑
門
で
あ
る
か
ら
こ
そ
和
と
漢
と
を
行
き
来
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
や
真
名
本
と
い
う
多
様
な
表
記
体
を
持
つ
軍
記
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
真
名
軍
記
は
、
日
本
語
学
の
視
点
か
ら
は
そ
の
特
異
な
表
記
が
注
目
を
集
め
て
き
た
が
、
そ
の
成
立
の
背
景
と
い
う
の
は
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
他
の
軍
記
と
と
も
に
関
係
性
を
持
ち
な
が
ら
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。一
方
で
、
連
歌
、
時
衆
を
介
し
た
俗
な
る
学
問
基
盤
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
全
体
像
の
解
明
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
俗
な
れ
ば
こ
そ
伝
統
的
な
旧
仏
教
や
公
家
の
学
問
に
は
縁
遠
く
、
漢
字
や
真
仮
名
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
が
加
わ
る
余
地
が
見
い
だ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
新
た
な
解
釈
が
加
わ
る
と
い
う
部
分
に
伝
統
的
な
漢
字
の
用
法
か
ら
の
脱
却
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
に
お
け
る
新
た
な
学
問
の
基
底
と
し
て
良
い
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
実
態
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
１
高
松
政
雄
「
真
名
本
伊
勢
物
語
考-
主
に
そ
の
表
記
法
の
特
徴
に
つ
い
て
」
（『
国
語
国
文
』
第
三
五
巻
第
八
号
）
２
足
立
雅
代
「
真
名
本
と
和
漢
聯
句-
『
真
字
寂
漠
草
』
の
場
合-
」（『
国
語
国
文
』
第
五
八
巻
第
四
号
）
３
綿
貫
豊
昭
『
戦
国
武
将
と
連
歌
師
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
４
本
文
は
、
嘉
永
四
年
版
本
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。
５
本
文
は
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
本
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。
６
尾
崎
雄
二
郎
・
島
津
忠
夫
・
佐
竹
昭
広
『
和
語
と
漢
語
の
あ
い
だ
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
六
月
、
八
頁
）
７
本
文
は
鹿
児
島
大
学
所
蔵
本
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。
８
桑
田
忠
親
『
大
名
と
御
伽
衆
』（
青
磁
社
、
一
九
四
二
年
四
月
、
二
五
頁
）
９
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
、「
大
村
由
己
」
の
項
）
に
は
、「
秀
吉
サ
ロ
ン
の
一
員
と
し
て
山
科
言
継
・
里
村
紹
巴
・
松
永
永
種
等
と
親
し
く
、
藤
原
惺
窩
と
は
儒
学
上
の
交
流
が
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。
１
０
本
文
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
『
群
書
類
従
』
第
二
九
輯
に
よ
る
。
１
１
本
文
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
豊
臣
公
報
君
讎
記
』
解
説
并
に
翻
刻
本
文
」（『
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
を
参
照
し
た
。
１
２
福
住
道
祐
に
つ
い
て
は
、
市
古
夏
生
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』（
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年
六
月
）
に
詳
し
い
。
１
３
拙
稿
「
松
平
本
『
文
正
記
』
に
於
け
る
古
文
の
使
用
に
つ
い
て
」（『
文
教
国
文
学
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
１
４
香
川
県
歴
史
博
物
館
に
寄
託
保
管
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
漢
字
表
記
文
で
あ
る
。
１
５
横
山
重
・
松
本
隆
信
『
室
町
物
語
大
成
』
第
三
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
一
月
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
１
６
中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、「
阿
弥
衆
」
の
項
）
に
、「
茶
の
能
阿
弥
、
花
道
の
台
阿
弥
、
作
庭
の
善
阿
弥
・
相
阿
弥
、
能
の
観
阿
弥
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
阿
弥
号
を
称
す
る
人
々
は
、
時
宗
の
僧
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
客
寮
衆
も
し
く
は
そ
の
子
や
子
孫
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。
１
７
和
田
英
道
『
明
徳
記
校
本
と
基
礎
的
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
１
８
高
野
修
『
時
宗
教
団
史
』（
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
三
六
頁
）
１
９
高
野
修
『
時
宗
教
団
史
』（
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
九
二
頁
）
に
、
「
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
出
陣
す
る
武
士
に
従
い
、
戦
場
を
供
に
し
た
僧
侶
に
は
、
時
衆
が
多
か
っ
た
。」
と
あ
る
。
２
０
高
野
修
『
時
宗
教
団
史
』（
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
九
四
頁
）
２
１
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
、「
善
阿
」
の
20
項
）
に
は
、「
七
条
道
場
金
光
寺
（
時
宗
）
の
僧
か
。」
と
あ
る
。
２
２
本
文
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
『
群
書
類
従
』
第
一
六
輯
に
よ
る
。
一
四
二
二
あ
る
い
は
一
四
二
三
年
成
立
。
２
３
池
上
禎
造
「
真
名
本
の
背
後
」（『
国
語
国
文
』
第
一
七
巻
四
号
）
２
４
本
文
は
、
早
稲
田
大
学
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
。
２
５
今
野
真
二
『
大
山
祇
神
社
連
歌
の
国
語
学
的
研
究
』（
精
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
八
月
、
五
〇
六
頁
）
２
６
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
『
真
名
本
伊
勢
物
語
本
文
と
索
引
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
木
村
晟
・
瀬
尾
邦
雄
・
柳
田
忠
則
『
真
名
本
伊
勢
物
語
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
月
一
〇
月
）
な
ど
の
研
究
編
に
詳
し
い
。
２
７
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
三
九
一
頁
「
由
阿
の
万
葉
学
の
成
果
」） 
２
８
和
歌
の
読
み
方
（
真
仮
名
の
読
み
方
）
に
つ
い
て
は
、
福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
『
源
平
闘
諍
録
全
注
釈
上
下
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
用
例
に
は
そ
の
所
在
を
記
し
て
い
る
。
２
９
山
内
洋
一
郎
「『
心
躰
抄
』
に
見
る
漢
字
表
記
の
特
性-
室
町
時
代
初
期
の
特
異
な
漢
字
資
料
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
十
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
３
０
堀
部
正
二
『
和
歌
集
身
躰
抄
抽
肝
要
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
六
月
）
の
阪
倉
篤
義
氏
序
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
３
１
蜂
谷
清
人
「
国
字
「
辷
」
の
成
立
と
訓
の
変
遷-
「
ま
ろ
ぶ
」「
こ
ろ
ぶ
」
そ
し
て
「
す
べ
る
」
へ-
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
六
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
３
２
３
２
佐
倉
由
泰
『
軍
記
物
語
の
機
構
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
四
五
六
頁
）
３
３
池
上
禎
造
「
真
名
本
の
背
後
」（『
国
語
国
文
』
第
一
七
巻
四
号
）
３
４
笹
川
祥
生
『
戦
国
軍
記
の
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
一
八
頁
）
３
５
梶
原
正
昭
『
室
町
・
戦
国
軍
記
の
展
望
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
一
二
月
、「
付
論
戦
国
軍
記
の
展
望
」） 
３
６
『
曽
我
物
語
』
と
『
い
ろ
は
字
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
に
お
け
る
「
則
」
字
訓
に
つ
い
て
（『
国
文
学
攷
』
一
五
七
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
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